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表  題 A1SD70形1軸位置決めユニット生産中止のお知らせ 

適用機種 A1SD70 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-AnSシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

このたび，長い間ご愛顧いただいておりますA1SD70形1軸位置決めユニット（以下，A1SD70と略します）の生

産を，下記のとおり中止させていただきますので，ご了承の程宜しくお願いいたします。 

 

1. 生産中止機種 

A1SD70形1軸位置決めユニットを生産中止させていただきます。 

（代替機種につきましては，「4.生産中止機種と代替機種」をご参照ください） 

 

2. 生産中止時期 

受注締切り  2013年8月30日 

生産中止日  2013年9月30日 

 

3. 生産中止理由 

使用部品の一部が入手困難な状況であり，製品の継続生産に支障をきたすことが予想されるため。 

 

4. 生産中止機種と代替機種 

生産中止機種形名 代替機種形名 

A1SD70 QD73A1 

QD73A1に置き換えるには，MELSEC-Qシリーズへの置換えが必要です。 

 

5. お客様へのお願い 

A1SD70の納期は，「2ヶ月」となっています。 

該当機種のご購入を早めにご計画いただきますようお願い申し上げます。 

詳細納期につきましては，お取引先へお問合せください。 

 

6. 修理対応 

修理期限（受付）：2020年9月30日まで（生産中止後，7年間） 
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7. A1SD70とQD73A1の比較 

(1) 性能仕様 

項目 A1SD70 QD73A1 

入出力占有点数 48点（I/O割付：空き16点＋特殊32点） 48点（I/O割付：空き16点＋インテリ32点）

位置決め 
速度指令 1～400000(pulse/s) 1～4000000(pulse/s) 

インポジション範囲 1～2047pulse 1～20479pulse 

位置決め 

フィードバッ

クパルス入力 

パルス周波数 

オープンコレクタ：100kpulse/s 

TTL：100kpulse/s 

差動出力：100kpulse/s 

オープンコレクタ：200kpulse/s 

TTL：200kpulse/s 

差動出力：1Mpulse/s 

原点復帰制御 

原点アドレス変更機能付 

原点復帰方法，方向はディップスイッチの設定

による 

原点アドレス変更機能付 

原点復帰方法，方向はパラメータ設定による

内部消費電流 DC5V  0.3A DC5V  0.52A 

外部供給電圧・電流端子台 DC+15V  0.2A，DC-15V，0.02A 外部供給電源なし 

外形寸法 130(H)mm × 69.5(W)mm × 93.6(D)mm 98(H)mm × 55.2(W)mm × 90(D)mm 
質量 0.4kg 0.20kg 

始動時間（始動要求からアナログ出力

開始まで） 

アブソリュート方式：4.4ms（2速台形の場合は

0.2ms加算） 

インクリメント方式：4.5ms（2速台形の場合は

0.2ms加算） 

JOG運転：4.3ms 

原点復帰（近点ドグ式）：4.4ms 

原点復帰（カウント式）：5.1ms 

アブソリュート方式：1.2ms（2速台形の場合も

同じ） 

インクリメント方式：1.2ms（2速台形の場合も

同じ） 

JOG運転：1.2ms 

原点復帰（近点ドグ式）：1.2ms 

原点復帰（カウント式）：1.2ms 

LED表示 

なし RUN 

ERR.1/ERR.2（軽度／重度エラー） ERR. 

なし ZERO 

なし GAIN 

SV RDY（サーボレディ信号） なし（サーボレディ信号(X1B)＊1にて確認）

DOG（近点ドグ信号） なし（近点ドグ信号(X1C)＊1にて確認） 

STOP（停止信号） なし（ストップ信号(X1D)＊1にて確認） 

FLS（上限LS信号） なし（上限LS信号(X1E)＊1にて確認） 

RLS（下限LS信号） なし（下限LS信号(X1F)＊1にて確認） 

IN-POS.（インポジション） なし（インポジション信号(X16)＊1にて確認）

POLE（偏差カウンタ極性） なし（バッファメモリ偏差カウンタ値にて確

認） 2N（偏差カウンタ値） 

PC RDY（シーケンサレディ信号） なし（シーケンサレディ信号(Y2D)＊1にて確認）

ZERO（原点復帰要求信号） なし（原点復帰要求信号(X12)＊1にて確認）

EEX（誤差過大） なし（誤差過大信号(X17)＊1にて確認） 

WDT ERR.（ハードウェア異常） 
なし（WDTエラー，H/Wエラー信号(X10)＊1にて

確認） 

V-MODE（運転状態） 
なし（速度・位置制御切換えモードの動作状態

信号(X2D)＊1にて確認） 

零・ゲイン調整 ボリュームによる調整 
・アップダウンスイッチによる調整 

・バッファメモリを使用した調整 

モードスイッチ ディップスイッチ インテリジェント機能ユニットスイッチ設定

＊1 QD73A1をスロットNo.0，1に装着し，スロットNo.0に空き16点を設定している場合のデバイスNo.です。 
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(2) 機能比較 

○：使用可 ×：使用不可 

機能 A1SD70 QD73A1 仕様の違い 

原点復帰制御 ○ ○ － 

主要な位置

決め制御 

位置制御 

モード 

位置決め 

制御 
○ ○ 

位置決めデータのバッファメモリアドレスが異なります。 
2速台形位置

決め制御 
○ ○ 

速度・位置制御切換え 

モード 
○ ○ 

【位置決めデータのバッファメモリアドレス】 

位置決めデータのバッファメモリアドレスが異なります。 

 

【速度・位置移動量変更値（バッファメモリ）】 

・ A1SD70：速度制御中に書き込まれた値が有効となります。 

・ QD73A1：速度・位置制御切換えモード始動時に0クリアされます。

 

【ストロークリミット範囲】 

・ A1SD70：ストロークリミット下限～上限 

・ QD73A1：1～2147483647 

JOG運転 ○ ○ － 

電子ギア機能 ○ ○ － 

速度制限機能 ○ ○ － 

ストロークリミット機能 ○ ○ － 

上限LS(FLS)／下限LS(RLS)機能 ○ ○ － 

現在値変更機能 ○ ○ 

【操作手順】 

・ A1SD70：現在値変更値をバッファメモリに書き込むと，現在値を

変更できます。 

・ QD73A1：“現在値変更要求”（バッファメモリ）を「1」に設定す

ると，現在値を変更できます。 

速度変更機能 ○ ○ 

【操作手順】 

・ A1SD70：速度変更値をバッファメモリに書き込むと，速度を変更

できます。 

・ QD73A1：“速度変更要求”（バッファメモリ）を「1」に設定する

と，速度を変更できます。 

偏差カウンタクリア機能 ○ ○ － 

インポジション機能 ○ ○ － 

逓倍設定 ○ ○ － 

零・ゲイン調整 ○ ○ 

【実施方法】 

・ A1SD70：A1SD70の前面スイッチ 

・ QD73A1：QD73A1の前面スイッチまたはシーケンスプログラム 

ユニット状態モニタ機能 × ○ － 

エラー履歴機能 × ○ － 

ユニットエラー履歴収集機能 × ○ － 

エラークリア機能 × ○ － 

A1SD70とQD73A1では内部処理方法が異なるため，QD73A1はA1SD70に比べて位置決め実行時間（BUSY信号

(X14)のON～位置決め完了信号(X15)のON）が異なる場合があります。この影響により，インポジショ 

ン信号(X16)がONするタイミングも前後することがあります。 

位置決め実行時間（またはインポジション信号(X16)がONするタイミング）の差がシステムに影響を与

える場合は，下記の方法で位置決め実行時間を調整してください。 

・QD73A1の位置決め用パラメータのバッファメモリ“加速時間”または“減速時間”を調整する。 

・QD73A1の零・ゲイン調整により，溜りパルス量の設定を変更してゲインを上げる。 

 

入出力信号やバッファメモリの比較は，MELSEC-Q QD73A1形位置決めユニットユーザーズマニュアルを参照

してください。 
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8. 置換え時の注意事項 

 

(1) ユニットの装着 

2スロット占有ユニットはQラージベースユニットに装着できません。 

既存同一ベース装着ユニットの置換えのためQラージベースユニット選定時は，増設ベースの追加によ

り2ベースに分ける必要があります。 

 

(2) I/O割付け設定 

ご使用のA1SD70の前半スロットが「空き0点」に設定されている場合，置換え後にQD73A1のI/O割付けが

A1SD70と同じになるように，I/O割付設定を下記のいずれかに設定してください。 

1)前半スロットを「空き0点」に設定 

2)後半スロットを先頭XY設定でご使用のA1SD70と同一のアドレスに設定 

 

(3) シーケンスプログラム 

バッファメモリの追加およびアドレスの変更がありますので，シーケンスプログラムの追加および修

正が必要です。MELSEC-Q QD73A1形位置決めユニットユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

(4) モード設定 

モード設定の方法がユニット側面のディップスイッチから，プログラミングツールのインテリジェン

ト機能ユニットスイッチ設定に変わります。MELSEC-Q QD73A1形位置決めユニットユーザーズマニュア

ルを参照し，ご使用のA1SD70と同じ設定にしてください。 

 

(5) LED表示 

LED表示の一部の内容が，QD73A1では入出力信号またはバッファメモリでの確認になりました。必要に

応じてユニット外部にLED表示に対応するランプなどをご用意いただき，対応する入出力信号のON/OFF

やバッファメモリの格納値を，シーケンスプログラムにより表示してください。LED表示の違いは，

7.(1)を参照してください。 

 

(6) 外部配線 

(a) ご使用のA1SD70のコネクタをそのまま流用できますが，ユニット装着位置やコネクタの向きなど

が変わっているため，配線の余裕度を確認してください。 
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(b) 位置決めアドレス増加で＋電圧を出力する設定（スライドスイッチ1（回転方向設定）：ON）で使

用しているA1SD70をQD73A1に置き換える場合，A1SD70とエンコーダ間のケーブルはそのまま流用

できます。 

位置決めアドレス増加で－電圧を出力する設定（スライドスイッチ1（回転方向設定）：OFF）で使

用しているA1SD70をQD73A1に置き換える場合，A1SD70とエンコーダ間のケーブルの配線を変更す

る必要があります。 

ただし，製品情報の上5桁が「15042」以降のQD73A1に置き換える場合，インテリジェント機能ユニ

ットスイッチ設定の変更により，A1SD70とエンコーダ間のケーブルをそのまま流用できます。 

 

【製品情報の上5桁が「15041」以前のQD73A1に置き換える場合】 

・A1SD70とエンコーダ間のケーブルは，A相とB相が逆になるように配線を変更します。 

No. 

A1SD70のス

ライドス

イッチ1（回

転方向設定） 

モータとエ

ンコーダの

回転方向 
A1SD70とエンコーダ間の配線 QD73A1に置換え時の配線 

１ 

OFF 

同一方向 

2 逆方向 

 

【製品情報の上5桁が「15042」以降のQD73A1に置き換える場合】 

・インテリジェント機能ユニットスイッチのスイッチ3のb0を1に設定します。 

 

(7) QD73A1では，サーボレディ信号OFF→ON時の安全性を考慮し，A1SD70からサーボレディ信号OFF時の動

作を変更しています。 

・QD73A1：偏差カウンタを0クリアし，0Vを出力する。 

・A1SD70：フィードバックパルスをカウントし，偏差カウンタに比例した電圧を出力する。 

製品情報の上5桁が「15042」以降のQD73A1は，インテリジェント機能ユニットスイッチのスイッチ3の

b4を1に設定すると，A1SD70使用時と同一動作にできます。 
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改訂履歴 
 

副番 発行年月 改訂内容 

- 2012年8月 初版 

A 2013年5月 8.(6)(b)，8.(7)を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


